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サ
ン
ブ
ギ
ヨ
ウ
三
奉
行

寺
批
務
行

・
公
取
剣

山和行
・御
釘
附
刻
潜
行
を
い
ふ
。
多
蚊
の
器
行
巾
一
仁

柄
裂
の
地
仰
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

サ
ン
プ
ツ
ガ
生

産
物
方

元
文
二
年
九
月
二
日

航
山
大
和
守
れ
林
が
一
世
雌
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
、
渓
物

方
御
用
は
御
附
掻
へ
引
取
る
と
あ
る
を
以
て
初
見
と

す
る
。
次
い
で
安
永
七
年
四
同
月
村
訓
V
〈
共
術
長
容
が

醗
物
方
御
州
市
附
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
天
明
五
年
九

月
産
物
方
を
縦
し
‘
ー文
化
十
年
九
且
十
四
日
村
引
V
〈

兵
術
投
開
が
川
内
び
之
を
命
ぜ
ら
れ、

J
l

一
年
五
且
十

七
M
御
免
‘
御
附
方
を
勝
手
方
市
附
で
取
捌
く
や
う

に
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
六
且
川口
び
隠
し
た
。
お
し
従
来

の
産
物
方
は
‘
安
永
七
年
長
窃
に
糾
制
す
る
令
に
御
飯

サ
ン
ピ
ン
三
品

加
到
滞
で
M
M

迦
組

・
定
指
肝
m

m組
・組
外
出
制
に
印
刷
す
る
士
を

御
糾
代
三
回
出
の
侍
と

い
う
た
。
こ
の
外
に
小
将
剥
が
あ
り
、
人
持
組
と
入

家
と
はよ
認
に
一
一
品
臓
の
家
柄
で
あ
る
。

サ
ン
ピ
ン
三
ロ間

滞
伎
の
行
列
に
加
る
三
粧
の

武
泌
を
御
先
三
品
と
い
う
た
。
長
柄
・筒
・弓
が
そ
れ

で
あ
る
。
平
和
二
年
八
且
サ
五
日
の
紀
に

『
中
将
絞

御
人
凶
被
路
候
館
、
御
道
中
御
先
例
之
一
泊
り
三
品
作
品

椅
非
訪
日h
制加盟
、
御
餓
飽
什
一乱
挺
、
御
弓
二
J
I

張
、

御
長
柄
二
十
初
、
非
番
御
銭
飽
』H
五
挺
、
御
弓
二
十

挺
、
御
長
柄
十
本
也
。
』
と
あ
る
も
即
ち
是
で
あ
る
。

サ
ン
ビ
ン
ゴ
パ
ン
エ
ン
三
品
御
番
人

=
一
品
の

侍
印
ち
御
悩
組
組
・{
正
請
御
町
内
制
組
・組
外
組
の
士
は

何
れ
も
年
士
で
あ
る
が
、
そ
の
巾
特
別
の
験
中
」
有
せ

ざ
る
も
の
は
、
日
に
域
内
に
交
詩
的
術
す
る
。
そ
れ

を一ニロ
川
御
香
人
と
い
ひ
、
足
制
問
時
す
の
御
詩
人
と
臥
別

し
た。

小
伊
勢
の
坂
束
、
長
刀
の
坂
東
の
三
也
家
を
、
能
管

の
三
坂
東
と
い
う
た
。
坂
東
は
も
占
諮
一
肌
で
、
村
役

人
の
務
呼
で
あ
ら
う
。 サ

ン

サ
ン
ポ
ウ
イ
ン
リ
ヨ
ウ
三
賓
院
領
犯
治
三
年

十
月
二
日
加
れ
守
の
悦
削
底
引
肪
践
に
宛
て
た
溶
兎

以
に
、
大
野
出
得
掛
川
町
-M
m羽
・
治
川
刷
所
の
徴
税
を

犯
除
せ
し
め
た
と
あ
る
が
、
こ
の
大
野
部
は
加
賀
大

野
郷
の
誌
と
見
え
、
得
ι

械
が
一
二
山
口
院
の
領
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
郎
永
十
二
年
九
月
の
文
部
に
も
あ
る
。
又

能
情
上
日
制
庄
が
三
氏
院
門
跡
卸
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
牒
正
二
年
治
刊
以
段
銭
拠
附
役
引
付
に
総
せ
ら
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ー
ミサ

ン
ポ
ウ
ケ
ツ
ギ
シ
ョ
ウ
コ
ハ
イ
セ
イ
ジ
ユ
ツ

算
法
闘
疑
抄
弧
背
正
術

天
明
七
年
富
井
安
泰
の
若

し
た
も
の
で
、
磯
村
吉
誕
の
若
に
係
る
釘
法
山
刷
挺
抄

凶
山
林
の
産
物
調
べ
方
と
あ
る
が
如
〈
、
務
め
て
狭

間山山
川
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
い
で
文
久
三
年
に
主

り
‘
そ
の
主
附
が
何
人
で
あ
っ
た
か
を
詐
か
に
せ
ぬ

が
、
叉
産
物
方
を
興
し
て
創
般
を
飾
縦
し
、
諸
般
の

箆
栄
を
奨
馴
し
て
上
下
の
柄
利
明
地
を
阿
る
を
目
的

と
す
る
こ
と
ふ
し
、
加
引
で
は
金
持

・
小
松
、
能
μ
W

C
は
刑
制
咋
、
越
中
で
は
稲
川
訓
・一一ハ川
附
・魚
出
笹
川
に
産
物

松
山
曾
所
を
也
き
、
集
合
成
の
下
に
若
干
の
支
局
を
設

付
.
そ
の
地
の
商
事
に
熱
線
す
る
者
数
人
を
思
げ
て

郁
初
日
と
し
、
工
闘
を
官
馴
し
て
製
琵
に
お
め
し

め
、
資
金
を
釘
附
し
、
製
品
を
口
上
げ
、
版
山
町
を
協

畑山し
、
ロ叩
凶
サ
官
僚
資
し
、
収
舗
の
少
き
も
の
は
之
を

保
泌
し
、
利
得
の
多
き
も
の
は
之
に
諜
恥
抗
す
る
の
法

を
採
っ
た
。
次
い
で
門
出
物
方
の
別
総
大
に
州
十
ヲ
た
か

ら
‘
限同時
一冗
年
帆
船
問
日
明
丸
キ
一
郎
入
し
て
拙
辺
の
用

に
hM
て
、
郷
裕
一
門
物
箆
の
制
服
刷
(
を
見
た
の
み
な
ら

ず
、
山
川
川
亦
従
っ
て
収
入
の
附
加
を
似
た
。

サ
ン
プ
ヤ
ク

三

歩
佼

J
ヤ
ク
ギ
ン
役
鋭
。

サ
ン
ポ
ウ
イ
ハ
ダ
ケ
=
一
方
岩
訟
石
川
榔
の
京

間
に
あ
っ
て
、
越
前
大
川
町
榔
と
の
出
坪
に
鋭
、
え
る
0

・品さ

一
七
一
六
米
。
地
代
石
英
飢
而
岩
。

ザ
ン
ポ
ウ

y
算
法
硲

二
加
。
文
久
二
年
判明多

川
五
郎
右
衛
門
の
詰
越
出
版
す
る
所
。
五
郎
布
術
門

は
後
に
名
を
松
原
一
把
と
改
め
、
明
治
六
年
之
を
一
刊

版
に
附
し
た
が
、
本
市
町
は
釘
法
諸
法
式
を
集
め
、
初

祭
主
自
の
好
侶
伴
で
あ
っ
た
。

ザ
ン
ボ
ウ
長
ン
サ
ク
ゲ
ン
カ
イ

算
法
探
索
諺
解

二
加
。
制
川
有
火
の
詣
で
、
諸
附
聞
に
載
せ
ら
れ
た
釘

法
の
雌
組
二
十
八
闘
に
到
す
る
併
設
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。

サ
ン
ポ
ウ
ツ
ミ
モ
ノ

算
法
務
物
一

般
。
金
部

の
三
池
流
お
者
下
村
幹
方
の
若
に
係
る
も
の
で
、
自

サ
ン
ポ
ウ
シ
ヨ
モ
ン

算
法
初
問

一
加
。
文
政

六
年
石
川
郡
南
慨
援
の
人
で
、
三
抽
出
流
の
訴
者
で
あ

っ
た
恨
康
有
路
棋
の
抗
す
腕
。
間
内
正
多
角
形
の
一

山訟

の
長
さ
を
求
め
る
法
・方
服
術
・
闘
訓
制
服
術
開
市
が
あ

り
、
そ
の
米
に
用
術
目
鈴
と
し
て
、
住
る
H

肱
の
-十
支

を
知
る
法

・
尚
酬
の
相
川
を
止
む
る
法
づ
一肌
怖
を
止
む
る

法
・附
雨
を
知
る
法
・山
の
一一品
さ
と
谷
の
採
さ
を
知
る

法
却
す
の
項
目
を
録
列
し
て
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
な

、O
L
 サ

ン
ポ
ウ
ジ
三
喪
寺

金
海
上
小
川
町
に
在
っ

て
、
弘
法
山
と
蹴
し
、
日
運
宗
に
臨
す
る
。
寛
永
二

十
担
妙
成
寺
十
七
代
日
併
小
松
に
之
を
創
立
し
、
前

m利
慌
の
生
母
総
一
附
院
の
枕
仰
を
位
い
た
が
、
政
治

二
年
金
制
作
な
る
今
の
地
に
移
耐
押
し
た
。

サ
ン
ポ
ウ
シ
ョ
ウ

算
法
指
要

J
チ
ユ

ウ
サ
y

y
キ
お
お
式
。

間
迎
の
削
附
蒋
を
試
み
た
・も
の
で
あ
る
。

ザ
ン
ポ
ウ
ゲ
ン
リ
ュ
ウ
シ
ヨ
ヤ
ヲ
カ
ン
チ
ツ

算

法
源
流
諮
約
事
，験
一
加
。
京
都
大
橋
桁
七
郎
か
ら
、

中
根
系
側
椛
の
法
を
受
け
た
金
制
仰
の
録
者
和

m耕
肢

が
、
開
鼎
宇
和
の
お
し
た
約
術
の
併
説
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。

サ
ン
ポ
ウ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ゴ
カ
ジ
ョ
ウ

算
法
要
法
五

箇
係

一
加
。
文
政
七
年
制
川
有
火
の
軒
。
こ
の
術

を
対
得
し
た
も
の
は
初
め
て
間
流
訴
法
の
記
詐
キ
一栄

け
る
の
で
、
そ
の
主
的
僚
は
印
ち
間
別
法
・将
腕
制
法
・

商
式
法
・分
式
法
・加
減
法
で
あ
る
。

サ
ン
マ
イ
カ
ベ

三

枚
竪

白
山
の
北
方
よ
り
出

る
巾
，
川
の
左
岸
に
在
る
。

白
山
遊
覧
附
記
に
い
ふ
。

石
堅
商
さ
数
丙
号
、
悦
ん
で
三
段
を
お
す
。
壁
下
加

に
お
さ
七
入
丈
の
大
石
が
あ
り
、
そ
の
枯
而
の
三
四

寸
の
刷
掛
か
ら
訓
岡
山
市
的
視
し
、
天
釘
の
陰
間
崩
雨
中
一
加
す

時
に
お
っ
て
は
、
円水
勢
肢
も
獄
烈
で
、
直
に
封
停
の

石
壁
を
射
る
。
叉
こ
の
石
の
照
上
及
び
西
前
町
融

か
ら
も
川
出
来
を
出
す
が
、
勢
ひ
北
僻
ほ
ど
で
は
な
い

ザ
ン
ポ
ウ
ヤ
マ
三
方
山

石
川
郡
に
臨
す
る
。

加
辺
市
跡
考
に
、
他
の
三
方
山
は
奥
他
村
、
針
谷
三

方
山
は
二
俣
村
で
、同
名
の
耐
山
あ
る
こ
と
を
犯
し
、

若
し
く
は
一

山
を
耐
而
か
ら
見
た
も
の
で
な
か
ら
う

か
と
従
う
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
他
の
三
方
は
今
い
ふ

奥
三
方
、
れ
作
三
方
は
今
い
ふ
口
三
方
で
、
矢州出
b

別
の
山
で
あ
る
。

然
政
の
同
一
米
巾
の
m
M

の
研
究
で
あ
る
。

ザ
ン
ポ
ウ
ト
タ
シ

算
法
得
此

三
加
。
天
明
六

年
三
池
疏
の
釘
者
宮
井
安
撲
の
若
。
陸
劫
記
風
の
も

の
で
、
日
用
の
諮
問
削
訟
を
述
べ
て
あ
る
。

ザ
ン
ポ
ウ
バ
パ
三
方
馬
場

加
到
・越
前
史
松

三
ヶ
同
に
在
る

白
山
の
耐
宮
寺
、
即
ち
加
賀
の
向
山

寺
越
前
の
平
泉
寺
・斐
般
の
長
前
寺
を
=
一
方
M
m
お
と

い
う
た。

白
山
記
に
、
『
天
長
九
年
壬
子

三
方
応
お

附
。
印
従
=
三
方
市細
川
端
目
安
=
指
御
山
一
道
俗
。
恒
沙
非
v

崎
。
』
と
い
ひ
、
引λ
『
従
z
三
方
川河
斜
-
{
型
担
問
端
。
皆
H(

路
樹
則
市
持
z
御
幣
-
令
ν
巾
v
群。

-zh、0
2

一閉
山川
必

者
。
加
れ
町内
初
越
前
山
内
お
楽
乃
脂
製
是
也
。
』
と
も
あ

司
令
。

五
...... /、


